
え方虚飾去手氏
平成 14年4～6月号

No. 351 

丹頂鶴の親子北海道高橋建次撮影

光市医師会



2 

光市医師会報

子供のいる皮脂科医ー毛虫事件ー

ひかり皮膚科クリニック 村田雅子

皮脂科ならずとも、この本節は毛虫に刺さ

れた忠者さんを診ることでしょう。チャド

クガの被害が一番多く、これらは、年 2因

子6月と 8・gnに出現し、椿・サザンカな
どの柴を食べ宅す。背中の黒い部分に毒針

毛という微細な1i・苦手毛が約 30万本も密生

しています 実際に触ってもいないのに、

皮暗に付符するのは、集を揺らすと、小鳥

がついばみ以来たかと、毛を飛ばし、飛ん

だ毛が小鳥のUの中をlji!Jしてちくちくして，

毛虫を食べるのをやめるからだそうです。

それで、天気が：思い時も、風が吹くときも，

小鳥が来たのかしらと思い、もを飛ばして，

周囲の人間の皮府に刺さるので，毛虫には

毛虫の計みがあり、別に。立地悪で刺してい

るのではないのでしたc ちなみに、「刺され

た直後なら、セロハンテープを用いて、皮

膚に付持した品針もを除去し、石鹸でよく

洗えば、皮J部炎をi止小fll~に抑える事ができ

る。」と成，！？にかかれており、このやりfjで

私It家族を守ってきました。

ところがあるn・.. o 
下の子（5白星）が夕方保育固から帰って

きた途端、すごい悲鳴！家に入って気が付

くと、体中に JO~匹の毛虫が付いていたそ

うです。お手伝いさんが必死ではらいのけ

たものの、娘はパニックになり、地図太踏

んで、 ．毛.!11，，毛並uと叫びたて、その騒ぎ

はドア越しに診察室までも響いてきました。
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しかし、時間はr度、タ）j511寺過ぎで、病
院もお勤め帰りの忠有・さんでたて込んでい

ます。娘はとうとう待ちきれなくて、服を

ぬがしてもらい、待合室に駆け込んできま

したが、こちらは1trをかけることができま

せん。ょうやく、 6時終業となり、怖いよ

｝と抱きついてきた娘を押し倒して、バン

ツまで剥ぎ取り、その上に馬乗りになり、

鬼のように、体中ガムテーフ’を貼って、毛

虫の毛を取りました。騒ぎを｜却し、て．駆けつ

けた主人が、 fおまえ、セロハンテープでと

るんじゃないのかつJと心配そうに戸を掛

けます。そのy討を無視して、倉山に定り、荷

造り用のもっと丈夫なガムテープまで持っ

てきて引っ張りました。小さい下供の肌は

それだけですこし内出血しました。それを

見て、はっと、これは出待しているように

見えるかもしれないと思い、イ7議弘1｝さんの

目を逃れる為、向1::の奥£で引っ込みまし

た。その後、アイスノンで冷やし、ステロ

イド外用剤を塗りたぐり、サランラップを

貼って密閉療法までしました。ところが、

抱きっかれた私の肯もチクチクしてきて、

そうだ、頭にも有毒毛がついているこ＃で、

せっかくのサランラップをおlぎ取り、慌て

てシャワーをかけましたが、シャワーで体

が暖まって、また搾くなって泣き叫び始め

ました。

ここで失敗したのは、 子供にシャワーを
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かけるために白衣を脱いでしまった事でし

た。笹閉療法が終わるまでは拘衣を着てい

たので、医者として冷静さがかろうじて残

っていました。医者ならば、自の前でどん

なに患者が泣き叫んでも、一緒に騒ぎ立て

る事はありません。しかし母親となれば話

は別です。母親というものはチ供が逆上す

れば、自分も逆上するもの（少なくとも私
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で尋ねにきました。

よく，也者さんが、朝起きたときは痔くな

いんですよねとか、朝ご飯食べると痔いん

ですよねとか言いますが、本当に搾くなく

て上機嫌だった娘は、朝ご飯の後、搾くな

って途端に半ベそになりました，「今日は保

育闘やすむ？Jと聞くと、迷っている桜子。

「保育側休んでもお母さんはお仕’Fだから

は）。私のほうがもっとうるさく、fシャワ ー紡1こ屑れんよ」と言うと、ふっきれて、

ぐ ーで暖まっただけじゃけー冷ゃしゃーだ、い 「イヤ、保育園に行く！ Jときっぱり言う

じようぶっちゃー！ I と叫んで、鬼のように

アイスノンを押し判てるので、お姉ちゃん

が fおかあさん、そんなにひどくせんこと」

と押しとどめる一幕もありました。その夜

は、娘はうなされて、夜中に何度も毛虫が

毛虫がといい、寝ぼけて起きたりしました。

眠るときには赤みは無かったので、ああ、

さすがにガムテープで引っこ抜いただけギ

はある、と思ったのですが、朝になってび

っくり。毛虫が止まっていたおなかは一面

兵っ赤で、昨日は余りガムテープを貼らな

かった背中も累々と赤い丘疹が出ています。

昨佼はリンデロンシロップを飲ませたせい

か、余り痔くないらしく、本人は t機嫌で

鏡に写してみています．組ぽけ眼で 2階か

ら降りてきたお姉ちゃんに、「ほらJとお腹

を見せるとお姉ちゃんのひ．っくりした事、

一瞬飛びさがったので、こちらは台所では

っとして、ここで母親が騒ぐと子供もうろ

たえるし、恥ずかしいと思うかもしれない

と慌てて、作り笑いして fまなちゃん、か

わいいお腹になったじゃろ？Jと言い放ち

ました。次女は未だ5歳ですから、母親の言

い回し一つで洗脳されて、得怠そう。しか

し、お姉ちゃんはさすがに完全には洗脳さ

ので、先生に迷惑をかけないだろうか、心

配しつつ、保温弁当箱の中に、アイスノン

をいっぱい詰めて、捧くなったら肉分で出

して冷ゃしなさい、と言い聞かせ、かゆみ

止めも飲ませて、軟膏も塗りたぐって送り

出しました。帰ってきて聞けば、 2回お弁

当箱から附して冷やしたとの '.J_~。それで、

先生も岡らせなかったらしく、このやり方

は良いなぁと思いました。3日目の今日は、

茶色い点々だけ残っています

ところが、 2日目くらいから、今度は私

が体中搾くて捧くて。娘が抱きついた時、

頭に十「いていた毛が私の首をー由．に刺し、

ガムテープを貼ろうと組み敷いたとき、太

ももやお尻も刺されたのです。しかも、自

分は大人だからと過信して、何も塗らなか

ったので、ひどい丘疹になっています向

今同の事件での考察。皮膚科医として判

断すると、 fl毒毛が刺さった直後に除去す

れば、もっと反応は抑えられたのではない

かと思いますが、ガムテープで除去するま

でに i時間くらいのロスタイムがあったた

めか、逆 kした本人が撫で回して、 1.i毒毛

を体内に押し込めたために、反応を抑えき

れなかったと思われます。母親としては、

れず、台所に、 fひどい病気？ と小さな声 そんな~はどうでも良くて、娘があんなに
J 



4 

光市医師会報 2002 

叫んで、ないて、うなされたのも初めて見た ｜平成 11年4月光市医師会定例理事会i
し、毛虫のイヂ在がトラウマになってしまう

のではなかろうかと心配でしたが、全く意

に介さず、逢う人ごとにぶつぶつしたお腹

を見せて歩いています。

ちなみに、医者としても、母親としても、

私はもう、草木の近くを歩くのもイヤにな

ってしまいました。

日時：平成 11年4月9l:J （火） 19: 00～ 

場所：医師会事務局

議題：

I報告事項

①光市学校保険会理・l~会の報告（3/14)

( 1l1i江l会長）

②平成 13年度光市札会福祉協議会の報

特（3/28) （前回会長） （ 
③周東地区地域産業保険委μ会の報告

(3/14) （光武理事）

＠その他

R協議・承認事項

①平成 I1年度光市医師会事業社両と予

算編成 （藤原理事・全理事）

②医師出務料（休日診療所）

（牒原理'JI:・光武理事）

③4月度月例会と学術講演会

（前回会長 ・山本理事）

④基本検診 ・人間ドック検査項目の検討

（河村理事）

⑤その他

イ．医師会役Hの表彰

ロ．学校朕

ハ．介護認定審先日

〈
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[8g 
平成 13年度光市学校保健理事会

（前閉会長）

n時：平成 14年 3月 14日（木） 13 : 30～ 

場所：光市教訂委品会会議室

議題：

①ギ成 13年度事業報告及び決算報告につ

いて

i.よい仰のコンクール

日時： H13. 6. 7 （木）

場所：勤労在総合福祉センター・ 光商工

会館

ii.乍校保健総会

日時： II 13. 6. 28 （本）

場所：あいはーく光（t,、きいきホー／レ）

．研修会

講話 バランスの取れた食事と心身の発

育について（炉供の肥満とアトピー性皮

！脅炎を始めとしたアレルギーについて）

部師光中央病院山手智夫先生

記．第47回q1凶地区学校保健研究協議大会

日H寺： H13.8.2 （ポ）

場所：品取

iv.光市児抗生徒定期健康診断新体力テス

ト統計資料作成

日時： 1113. 8. 3 （本）

v.やまぐち so20w・の健康フェア
日時： IIl3. 11. 11 ( 1:1) 

場所：美祢rfi

平成 13年度学校歯科保険優良校 室積

中、島田中

歯の健成挺良児生徒作品表彰

「原語j浅江中 文本勝也（佳作）

吋．雑種部会研修視察

n時： 1I 13. ll. 20 
場所：県，＇r.f.';i 南1~護学校

吋．第34回学校保健研究大会

日時； H14.1.17 （本）

場所：山口市
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池．学校保健用事会教育委H会

臼時： ilド1.3. 14 （本）

場所：教育委日会会議室（2F)

ix.健康 ・安全活動状況調査実施

②平成 14年度’作業計阿（案）及び決算報告

（案）について

③平成 14年度総会について

日時： 6月20日 （木） 13 : 30～ 

場所：あいぱーく光

講演内容：結骸健診に閲する講話（60分）

＠その他

見学旅行

~ 
（藤原、光武理事）

医師出務料 （休日診療所）

－平成 14年より、 lOOO円値 kげ。

．給与所得とする。

~ 
イ、医師会役員の表彰

．吉村先生が践、月する。

ロ、学校医

・光丹ニ『11の校低が、官忠先生より広田先生

にかわる。

ハ、介護認定審査員

・富恵先生が、止められるν 後任の人選が、

必要だが、溝手？を受けた者がいない。

5 



{i 

光市医師会報

｜平成 11年・1月gr光市医師会月例会｜

日時：平成 11年4月23n 
場所：光市商工会館2階大会議室

I.学術講演会

特別講演

「アトピー性皮！哲炎の治療j

誹師 NT  T点日本関東病院皮j膏科

部長 Ji.卜）Ji 敦之先生

Il.月例会

①医師出務料の税務上の取り扱いについ

て （藤原理事）

l②会報委.u会段句について （兼清理事）
③肝炎ウィルス検診等実施要領の一部変

更について （河村理事）

2002 

医E画

「アトピー性皮府炎の治療j

講師： NTT東臼本閑＊病院皮帯科

部長五十嵐敦之先生

アトピー性皮府炎の治械を聞いて

（藤原理事）

講師はNT T東日本関東病院皮脂科部長の

五十嵐敦之先牛．であった。生涯教育担3

の山本先生の尽力により遠路在十嵐先生と

いう立派な講師の占簡を聞けたことは我々

医師会員にとって幸福なことであった。

徳山、熊毛等他地域の先生方の顔も散見さ

れた。講師の五卜j:fll先やは19 8 4年東京

大学医学部医学科を本業し、東京大学皮J昔

科教室に入局されたe 見交｜吋フロリダ大学に

留学後、東大分｜涜，，1'U1liを純て、 NTT来日

本関東病院皮J丹科部長として数人の皮膚科

医師と共に働いておられる X同院副院長

原田昭太郎先生は、日本皮府科学会会長と

して臨床藍視の立場を貫いておられること

も、若い五十嵐先生は多大な影響を受けて

おられるものと思いながら拝聴した。

さてアトヒ一皮l昔炎治療ガイドラインが臼

本皮膚科学会から2000年に発去された。

とかく悪者とされてきたステロイド外用剤

が何となく nの日をみた憾な気がしたのを

覚えているが、このガイドラインに添う形

で、まず診断ついで重症度の評価 ・原岡 ・
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l平成 14年5月光市医師会定例叫・住｜

悪化因子検索と対策 ・スキンケア（異常な 日IIキ：平成 14年5月8日（水） 19 : 30～ 

皮膚機能の補正） ・さいごに薬物療法が話さ 場所：医師会事務局

れた。治療の中心はステロイド外用の使い

方であり、強弱と皮疹の部位、性状、ステ 議題：

ロイド外用の副作用などスライドを使って

示された。

加えて抗ヒスタミン弟、抗アレノレギー薬の

使い点、タクロリムス軟’fyの使い方を教え

ていただいた。アトピ一皮j持炎に特別な治

療があるわけでなく、堂々と正道を行く話

振りに感心し聞かせていただいた。講演後

に、会員の質問の多さもアトピー皮膚炎に

対する会員の関心のrt:iさをしめしたものと

古えようが、 f箪に答えておられた。

先生の健康と益々の御活雌を祈りたい。

I報告事項

①第 143固定例代議員会（4/25）の報告

( 111i問会長）

②その他

且協議 ・承認事項

①－￥成 14年度総会議案書について

（全員）

②手成 13年度決算書、平成 11年度予算

阜、 （藤原理事）

③恕親会について （梅問理事）

＠その他

県東部緩和ケア研究会、他関連事項

（山本理事）

7 
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Eヨ
143回山口県医師会定例代議員会の報告

（前回会長）

日時：平成 1'1年・4月25日 （木） 15 : 00～ 

場所：県医大会議室

要旨 ：二期円を迎えられた藤井会長は挨拶

の中で次の点を強1凋された。4月の診療報

酬マイナス改定のもたらしたもの。それに

関する同医執行部の対応の不透明さに全国

の日医代議はから多くの批判の戸があがっ

た事、文、日医の 15年再改定を目指す意気

込み、それにはマイナス改定による医療費

動向の調先収集への会員の協力の必要性な

どが述べられたt 又、内閣府の経済財政諮

問会議や総合規制改革会議が打ち出してい

る医療費抑制策や株式会社の医療参入や保

険者機能の強化、保険者と医療機関の個別

契約など今後の問題点を指摘された。又、

県ド郡市民で要望の山ている予防接種の広

域化について 15年実施を目指し努力する

お考えが／~された。

I ）提出議案は以下のとおり、全員の賛成

2002 

第2号一千・成 14年度山口県医師

会事業計画について

第3月一平成 14年度山口県医師会

予算について

第4号ーがJJ.x114f.度111n県医師会

会~＇（賦よ＊徴収について

（例年どおり）

第5庁代議n会議決権限の委任
について

II）郡市医師会からの通告質問

全部で8件、内 7件は診療報酬改定に関す

るものであり、 l件は郡市医師会の再編合

併を検討実施ナベき時機到来との見解が提

出された。

今回の診療報酬改定に関するものでは、

改定の経緯その結果、その影響など憤満や

る方なしの立見が続出した。県医からその

経過説明と今後日医の再改定要求に向けて

の怠欲と、そのために必要なレセプト調査

への協力などが伝えられた。ここでタイミ

ングよく、中村議nより 4刈診械報酬改定
に対する抗議文の桜山！WJ識が山され、全員

の下に全て11!:泌i議決・された。 一致で採択された。以選出の凶会議員に向

報特事項：第 l号 円本医師会代議員会の けて以下の抗議文がポ認された。（別紙参

状況綴？？ 照）

第 2l｝一理J長会の会務分担（男lj

紙参照）

承認事項：第 i号一噸問の委嘱について

第2号手成13年山口県医師会

事業報告について

議決事項：第 I~；一平成 14 年度山口県医師

会事業報告について
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抗 議

今恒lの診療報酬改定は、単に 2.7%の減額改定にとどまらず、

これをはるかに越える影響を及ぼすことは確’夫である。

これは医療そのものを理解せず、医療現場を無視し、 iれに財政

（ 的観点からのみ点数操作を行った結果であり、まさに暴挙とい

える。

また、保険給付は抑制され、患者は負担噌により、医療を必

要とする人々の受診も抑制される。これらを総合的にみて、阪

療の質低下は避けられず山口県での地域医療は崩壊へと進む。

県民の健康と命を守る立場にある私共炭師会員は、今までも

それぞれの地域で地域医療を懸命に守り、これを墜持してきた

ところである。その立場からこのような状況を傍観することは

出来ず、ここにあえて今回の診療報酬改想に対し厳唱に抗議す

る。

平成14年4月25日

山口県医師会代議員会

9 



10 

光市医師会報
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場所：ホテル松原屋

2002 
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平成14年度光市医師会会務分担表

会長 前田昇一 監。j長 高橋建次

(1ilJ会長 松村寿太郎 議長 近藤龍一

理事 梅田磐 副議長 問中信彦

理事 藤原邦彦 裁定委員 竹中昭二

理事 光武達夫 裁定委員 福本寿雄

理事 河村康明 1友定委員 中村国雄

理事 兼清照久 裁定委日 中村琢美

芳R H~ 山本態見 去~Ai:委u 古村明人

理事 佃邦夫 ’J~務局 河崎婆助

監事 丸Aヨー 綴 事務局 中尾圭子

業務区分 担当理事 担当補佐

総務 。lj[I]舛ー 松村必太郎

庶務 ・会計 1隊ff,()fl彦 松村万太郎

広報 j長rm照久 道上文手II、平岡 博、山本憲男、河村康明、日橋秀児 ｜ 

l反械情報システム 仙芦fl犬 山本態児、 j削N照久、機山宏

生誕教育 111ノド滋児 回村健司、脳同修、平岡博

保険 松村）J太郎 ｛悶邦犬、光武達夫

労災 ・8賠責 光武達夫 兼清照久

医事紛争 雌fJi（苅~~ 道上文和

（含麻薬、診療情報）

地域医療計画（含救急） 光武述犬 丸~rn文

介選保険 河村出明 矢広克介、 科目 邦夫

成人高齢者保険 4公村）f太郎 丸A',t円文、河村康明

妊産婦 ・乳幼児保険 梅Ill 馨 大Jl恭範

学校保険 河村1,lt明 i横山宏、山手智夫
産業保険 l光武i主x. 平岡博

会員福祉 梅問裳 守友康則、 fH村健司、 E要因 修

医業経営（労務 ・税制） 河村1-lt明 道上文和

jf;験 山本k~男 高橋秀児

医療廃棄物 イIA 邦夫 消水敏UR

納税貯苔組合 J俗原邦彦 i占水敏DR

く会報委員会＞兼i育、佃、前Ill、M村、山本、半問、高崎（秀）、道上、横山

／／ 
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平成 1 4 年度

光市医師会定時総会

議事録

平成 14年 5月 16日（木）

午後 4 時 30分より

於 ホテル松原屋

光市医師会

． ． 
－ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

－ 

． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
’ ． ． 
’ ． ・ ．

－ ． ・ ．・ ．
－ ． ‘ーー・ーー・ーー－．．．・．．．．・・・・・・・・・・・－--＂・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．－－－ーーーーーーーーー

（ 
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・－ーー・ーーーーーーーーーーーーーーーー・喧・・唱’噂’曹司・ーーー・ーーーーーーー’ーー・・・ーーーーーーーーーーーー・・・・ー・ー・ー・・ー・ーー．，ーーー，ーーー，，，ーーーーー・・ーーーーー・・・骨骨骨骨ー． ． ． ． ． ． ． ． 
’ ． 
． 

． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

． ． ． ． ． ． ． 

1. 開会のことば （藤原）

2.会長挨拶 （前回）

3.議長挨拶 （近藤）

4.総会成立宣2 ( II ) 

5.議事録署名委員指名 ( II ) 

6.議題

第 1号議案平成13年度事業報告 （承認、事項） （前回）

第2号議案 II 会計報告 II (J藤原）

付基金会計報告 II ( JI ) 

付医師連盟供与金会計報告 II ( II ) 

付胃癌検診説影委員会会計報告 JI ( II ) 

付特別会計会計報告 JI ( JI ) 

第3号議案平成13年度納税貯蓄組合収支報告 II ( JI ) 

第4号議案平成13年度労働保険事務組合会計報告（ II ( JI ) 

第2～第4号議案の会計監査結果報告 II （監事）

第5号議案平成14年度事業計画（案） （議決事項） （前田）

第6号議案平成14年度収支予算（案） II （藤原）

第 7号議案総会議決権限の委任の件 II （前回）

7.閉会のことば （藤原）

出席者 ：24名

福本、河内111om、丸岩（巌）、近藤、田村（健）、平岡、成田、
市川、前回、占村、中村、丸岩（昌）、雌村、藤原、高橋（建）、

佃、兼清、前水、村旧、梅田、山本、河村、田中、光武、

委任状提出者： 35名

松村、田村（勝）、竹中（昭）、道上、 111手、矢富、守友（雅）、

守友（康）、高橋（秀）、大月、伊藤、山内、松問、深野、濃川、

五嶋、米沢、畑尾、横山、多田、野田、海永、高野、冬野、生田、

藤山、白石（慶）、小野、竹中（智）、木村、斎藤、泉原、原因、

河村、白石（裕）

． ．  ．．  ．．  ．．  ．．  ．．  ．．  
・－－－ーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーー・－－－－－－－・・・・・・ーーーーーーーーーー－－－－－ー・・・・・・・・・・・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーー・・ー・・・・ーーーーーー－－・
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言義 弓豆 金表
醸原理事：

それでは定刻になりましたので、平成 14年度の光市医師会定時総会を開催い

たしたいと思います。最初に前回会長のご挨拶をお願い致します。

前回会長：

皆さん今同は。ご多用の中わざわざお集まりいただきまして誠にありがとうご

ざいますも

み；臼の提出議案は、第I号議案から第7号議案までの7誠実でごぎい主す。ど

うぞ棋if!審議のよ、ごF黙認、下さいますようお願いいたします。

さて、今年の4月の診療報酬のマイナス改訂の及ぼす影特については、皆様ノj

予想以 tの改患を捕J,~ されておられるとおりでございます。 改訂への経緯とか臼

医のその対応への不透明さ、こういった問題に関して全Jt4会員のぶから不満が、

日医会長選挙にその批判票として噴出したことは、まだ目新しいところでござい

ます。

改訂の内容たるや、例えば、再診料月内逓減制、手術施設基準要件の問題、処

方科の減額、長期入院患者の給付範囲の問題など我々医療現場の常持では与えら

れないものが非常に多く、早急に再改訂への要望の声があがっております。日医

も15年再改訂に向かつて令ー力を尽くすと言っているようです そのためには、

レセブトの実態調査、集計が必要でアンケート調査など特綴方への協力要誌がボ

ツポツ来るかと思います。

また、 トップダウン方式を取っております小泉内閣の医療構造改市で、今後日

の離せないものが、内閣府の経済財政諮問会議、総合規制改本会議の動向でござ

いまして、株式会社の医療参入、あるいは保険者と院鋭機関との個別的な契約等、

市場競争原理の噂人や保険者機能の強化が指摘されております。医脱税場の；；－が

届かないところで引が決まり、今までの医政情動の見If（しも問われているところ

でございます。

今後、 ~i 医や以医からの医政関連情報を十分に収集し迅速に対応を必援とする

ときがあろうかと思います。その時は、どうか先生方のご協力を切にお願いいた

したいところでございます。どうぞよろしくその節はお願い致します

最後になりましたが、昨年4月間所しました光市休日診療所や、徳111・下松 ・

光が協力をして、小児の夜間教急体制づくり、それから介護保険閲辿事業には皆

様方の絶大なご協力で、どうやら順調に実行されている様です。お礼と今後一層

のご協力をお願い致しまして挨拶にかえさせていただきます。

本日は、どうぞよろしくお願い致します。

藤原理事：

それでは、次は近藤議長ご挨拶お願い致しますの ： 
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近藤議長 ：

どうも、皆級ご昨労様でございます。只今Iii席人員20名、委任状の提出35 

名、合計 55名でございますので木総会Ii:成立致しました。 ： 

それでは議事録署名委員といたしまして、前水先生と村田先生にお願い致した : 

いと思います。どうぞよろしくお願い致します l ； 
それではご案内のとおり只今から議事に入りたいと存じます。 ： 
1号議案から4号議案まで関連いたしますので一括して審議をいたしまして、 : 

その後質疑採決に移りたいと存じます。 ； 
それではまず 1号i誠実の説明からお願い致します。 ； 

前回会長 ：

座ってご説明させていただきます。

第1号議案 平成13年度事業報告

1.光市医師会員 会員総数63名（A会員30名、 B会員32名、 C会員l名）

2.理事会《定例理事会 12回》

3.月例会《定例月例会 12回、総会、忘年会等合む》

4.成人尚齢身保健 ・妊産婦乳幼児保健 ・地峡医療

5.光市立病院検査部利用状況

6.光市児取 ・生徒の心臓集団検診（A方式）

7.学校職以健康診断（平成13年6月実施）

8.医療廃棄物集配事業

9.学術、研修会、その他の医師会事業

1 0. 光市医師会報

1 1.介護保険要介護認定事業（継続）

l 2.産業保健契約史新（継続）

1 3.光市民師会労働保険事務組合事業（継続）

1 4.光市医師会納税組合事業（継続）

藤原理事：

第2号議案 平成 13年度会計報告

第3号議案 平成 13年度納税組合収支報告

第4号議案 平成 l3年度労働保険事務組合会社報告

近藤議長：

第1号議案から第4号議案の会計監査報告をお願い致します。
' 
' ． ． ． ． ． ． ． ． 

・・・・－--.・ーーーーーーーーーーーーーーーー．．．．・・ーーーー－－－－－・・・・ー ー・・ ーーーーーーーーー．．．．．－－－ーーーーーーー・・・・・・・・．．．．．－・－－－－－－－－－－－－··－~

15 
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丸岩巌監事：

先週の10 日に高橋建次監事さんと一緒に会計監資を行いました。担当者が大変

熱心にやっておられまして何ら問題の無かったことを報告致します。

近疎議長：

どうもありがとうございました。

それでは1号議案から4号議案まとめてご質問を受け付けたいと思います。 Mか

ご質問がございましたらお願い致します。

佃理’持：

1 4到の特別会汁ですけども、地域医療情報化推進事業tlt18,000円の件ですが、

これまでに ll口1でも活用されたことがあるでしょうか。こんな多額の予算をこんな

形で使われてもよろしいのでしょうか。返答は結構です。一応意見だけqiし上げて

おきます。

近藤議長 ：

佃先生、今度ご担当になられるそうですので是非、がんばっていただきたいと存

じます。他にございませんでしょうか。

別に無いようでしたら、採決に入りたいと思います。

1号；草案から4号議案までについて承認をされる}jの挙手をお願い致します。

一同賛成

挙手全員と認めます。それでは5号議案から7号議案までは問中副議長と交代し

ます。

（ 

UI中副議長： ； 〈
5号議案から7り－議案までを一括上程いたしたいと存じます。5~｝議’jさからご説

明をお願い致します。

前回会長：

第5号議案平成14年度事業計画（案）

各理事が、それぞれ読み上げご説明いたします。

山本理事：

l. 生涯教育について
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・・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーー・・．．．．・・・－－－－－－－－－－－－－－－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーー．

前回会長．

2. 保険について

河村理事

3. 医業経常について

佃理事：

4. 医旅雌荒物について

光武理事 ；

5. 地域医療 ・救急医療について

6. 産業保健関係について

7. 労災 ・自賠責関係について

河村理事：

8. 学校保健について

9. 介護保険について

前回会長：

1 0.成人 ・高齢者保健について

梅田理事；

1 1.妊産婦・乳幼児保健について

1 2.会員福祉について

兼清理事：

1 3.広報（会報）について

佃理事：

1 4. 医療情報システムについて

藤原理事 ：

1 5.医事紛争関連について

1 6.納税組合について

1 7.会計について

’ 

’ ． ． ． ． ． 
． ． ． ． ． ． ・ ．

・・・・・・ーーーーーーーーーー ー・・・・・・．．．．．．－・・・・・・・・・・ー・ーーーーーー・・・．．．．．・・・－－－ー・ーーー・・・・・・・・・・．．．－－・・・・・．．．－－－・－－－·－－－－~
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藤原理事：

第6号議案平成14年度収支予算（案）

読み上げ

前回会長：

第78・議案 平成14年度総会決議権限の委任の件

田中副議長 ；

2002 

以上、 5号から7号までの質疑がございましたらお願いいたします。 Mかご質問

ございませんか。

近藤議長：

2 9貞の会務分担ですが、治験という項目がありますが、これは一体何ですか。

山本理事：

山口県下で、大学などで新しい薬の治験が行われた際にせ1者さんの f説明と同窓j

を徹底させるために開業医の先生方にも協力していただくために、 t.’i綴を交換するな
どの委員会を開いておりますが、まだ1回目の会議が持たれておりません匂

田中副議長．

他にございませんか。

無いようでしたら決を採りたいと患います。賛成の方は挙手をお願いします。

－同賛成

どうもありがとうございました。

藤原理事：

長いIHlご審議お疲れ様でした。これを持ちまして、 'f.成 14年度光l↑i医師会定時総

会を閉じたいと思います。

． ． ． ． ． ． ． 
． ．  ．．  ．，  ．．  
－．  ‘－ -－ーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーー・・・・ーーーーーーーー－.・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーーーー・ーー・ー・ーー・・ーー・・・・ーーーーーーーーーー．．．．．・－．．・・ーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーι．． ．  ．．  ．．  ．．  ．．  ．．  

． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

上記の通 り

平成

相違あ り ません

1 4 年 5月 16日
議長

議事録署名委員 市水敏昭

議事録署名委員 卒、f 何雅 fこ

議事録作成 兼消照久

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・ーーーー・・・－--－，ーー，．．．．．．．－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーーーーーーーーーー

． ． ． ． 

19 
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｜、ド成14年 6月光市医師会定例坪事会｜

打時：平成14年 6月 11f:l （火） 19: 30～ 

場所：光医師会事務局

議題：

I .報告事項

①邸市保険担当理事協議会（5月23日）

（佃理事）

②郡市医師会長会議、互助会支部長会議、

医師連盟執行委員会、 11.J福株主総会

(5月初日） （藤原理事）

③JI I口県僻地医療支援計両策定会議

(5月 10日） （前回会長）

＠徳山地域健康危機管理対策述絡会議

(5月 29日）

ll. 協議承認、事項

①定時総会会計報告 （梅田理事）

②6月度月例会と学術講演会

（山本理事、前回会長）

③納涼懇親会（日程）

（前回会長）

（悔閏理事）

④ 1 回会報委員会報告承認 ·J~唄

⑤会報とホームページ

（兼前理。拝、佃理事）
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日時：平成14年5月 23日15:00～ 

場所：山口県医師会館 6階会議室

1）会長挨修〈 ~11 口県医師会長藤井康宏

今い！の診療報酬減額改正について、緊急レ

セプト調査を行い、データを集秘して、赴

正に努ノ］したい。今後も情報収集にご協力

いただきたい”

2）社保［対保審査委員連絡委員会の報？？？

とき l月2・1日（木）理事佐々木：t:;典

郡市医師会if:副会長会議の報告

とき 2月 14日（ノド）理事佐々木美典

3）第2印保険委員会の報告平成 13~度

保険指時の結果 医師国保常任賭事木下敬

介 平成13年度個別指導56件、うち肉主

返還 15、監先2、取り消し 1。自己診械 ・

検診 ・来実施 ・再指導 ・針刺し事故など

4）平成14年度山口県社会保険医療担当者

指導計幽について保険常任理事 山本徹

集団指導を2年間行い出席率は82.2%、今

年出席のなかった医療機関は伺別指砕の対

象となる

1件当りの点数が高い保険医療機関、総数

の4%程度とする

5）生活保品対象者の療養病棟等に18 0 

日を越えて入院している患者に対する医療

扶助の取り扱いについて

6 ）「低薬師誠子~Jの審査等の具体的取り扱い

方針Jについて保険常任理事山本徹

消化剤、 ド剤、眠剤、風邪薬の短期投与に

（ 
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おいては原則として病名がなくても払い戻

されなし、。

7）保険医療に係わる怠見 ・要弔．等

主傷病 ・li¥tJ似病がもっとももめた。4月1

日の課長通速から医師会側に周知徹底が不

十分だったために、猶予期間として 7月ま

で不記載でも払い戻しはないとの、県医師

会の返容であった。 通所リハ’J~件に関して、

通知が医師会以に行き渡っていなかったと

のご意見ですが、平成12 ~ミ 9 月 1 日の県

医師会報をはじめ、 平成 13年7月 11 

日・9月1円・l1月 1i nのお知らせに
も掲載している。平成13{)'.E.7月14日の

介護保険研修会の時も説明した。担当理事

は各会員に周知を徹底してほしし、。

E三雪
郡市医師会長会議、互助会支部長会議、

医師連盟執行委員会、山福株主総会、

日時： 平成14岳！＂5月30 fl 

場所： 111日医師会館

A）郡市医師会長会議

（藤原理事）

藤井県民会長より都道府県医師会長会議

報告

－再診療逓減制、手術科減算を修正要求

．神戸市等の医療特区の反対

－緊急レセプトチェックの集計

－その他 （集団的個別指導、 i：病名 ・副病

名）

1.中凶四li4医師会連合総会の報告

(1）第一分科会「介護保険J一人所希望

待機者の急増、在宅介護への流れを作

2002 

る等。

(2）第二分科会 「区療保険J一市場原理、

営利企業の参入の反対等

(3）第三分科会 「社会保障、地域医療J-

I Tを利用した直接審査の件、予防接

種の広域化の件

2. rt】国四国医師会広報担当理事協議会の報
Fヤ．
tコ

攻めの広報、双）j向性を主眼。メーリン

グリストの形成。日医と県医、会見との

関係を密にする等

3.医療保険問題関係についてー集問的個

別指導、集団指導、主病名 ・副病名など

4. 予防接種広域化の中間報告について、 111

口県の広域化、県境の問題について

5.郡市医師会からの怠見要望について

(I）二号会員（勤務医）の動向について

(2）薬価及び長期投与の見直しについて

ゼロ%諜税の要求。逆ざや等。

(3）その他県医役員選挙の推薦状の般い

について

B）山口県医師互助会平成 14年度第 l

回文部長会

承認事項

第一号 平成13年度山口県医師圧助

会事業報告

行：助会員数 1479名 弔慰金贈呈28名

退職金支払10 ::¥, 

第二号 平成 I3年度山口県医師互助

会決算

C）山口県医師連盟執行委員会

I，医師連盟役民の選任について

21孟の郡市医師会長の庄選により選出さ

れた委員は岩国市と柳井市医師会長
21 
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2，平成 I3年度決算について 病院（医院）紹介

会員の移動、新会員の問介

D）山福株式会社第 26回定時株主総会 ＜光市医師会ホームページ＞

株式 8000株妹主総数22名 ホームページがスタートしてい去す。

第一号－議案策26期貸借対照表、損益計

算：~~および利益処分案承認の件 http: //www. yamaguch i. med.。r.jp/users/h 
第二号議案取締役辞任につき選任の件 ikarishi/isikaihp/hikari.htm 

第三号議案監有役辞任につき選任の件

第問号・議災役u報酬額の件 皆さんご利用下さい。

第五号議案 退任取締役に慰労金贈呈の

｛’F 
第六号議案事業計幽．の｛牛

~ 
会報委員会

（兼消、佃、前閥、仏本、河村、平岡、

高僑秀）

円時： '17.成 14年6月4日

場所：光市医師会事務局

協議事項．

①従来の・m報などは、光市医師会ホームベ
ージに掲載される。会報は、記録を主な

役｜｜とする。

②3ヶ月に一度の発行とする。

③学術講演会のまとめは、内容により、人

選し、お願いする。

＠衣紙のTJ.tiは、~！｝，＼；.＼：な会員より募集する。

⑤理事会報告は、抄録の提出をお願いする。

@Eーメールの利朗を活発にする。

⑦ウィルス対策、ハッカーについて

新企両．

趣味、旅行などのエッセー

他科に有用なお：5
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｜光；l学校保健委員会総会の特別講演｜ ") 

日時： 平成 14年6月20日

場所： あいぽーく光

講師： 広岡医続広凶修

結核の過去，現fl：、未来～小児結核を中心（こ～

＼ 

結犠はイi"史以前よりヒトの生活と共にあり、 齢別既感染王将： 1成 0.05%、2歳 0.09%、

ドイツで発凡された紀元前 7000年頃のヒ

ト JJ{<~憾の化石にプ（｝ !Jエスが認められ、紀元

前 3000年凶の初期のミイラにも肺結核の

跡が発見されている。集泌の規模が小さく

うどiifl 下段が~j毒していなかった時代には広

がりも限られたものであったが、産業革命

以後に人々が大都会に集まり、劣懇な環境

で生fl,寸るようになってから爆発的流行が

起こるようになった。例えば産業革命発祥

の地であるロンドンでは 18世紀後半が、遅

れて産業箪命がはじまったドイツでは 19

世紀半ばに、日本では 19世紀後半から 20

快紀半ばにかけてそれぞれ猛盛期を迎えた

（悶 1)'

結肱以iの感染があってもそのまま発病

( 1次結核）するのは約5%で、それ以外

はツベルクリン反応（ツ以）が陽性化する

のみで他応である。感染した結核菌はいわ

ゆる冬眠状態となり、そのうち約5%が数

十年後にて次結核として目覚めて増殖する。

我が囚の結核死亡率（人口 10万対）は

191 84!の25 7を最高に以後減少して

いたが、 80年代より減少傾向は鈍化し、

機忠率は諸外辺と比べて現在でも3～5倍

と尚い（凶2）。O～］ 4歳での新規登録結

核j思考殺は19 6 0年の62, 325人か

ら19 9 9年には280人へと減少したが、

昨今減少は鈍化しており、感染率の低下（年

3歳0.14%、4歳0.19%、5品質0.25%;2000
4:) （司、ドって今後忠有数の附加が懸念され

る。

小児の結核は表 lに示すような特徴を持

つ。性~wi~齢別では乳幼児と中学生にピー

クをもっ二時性分布をとり、 5段以ドの乳

幼児が5-1%をしめる（凶3) 病型は一次

結核の初期肺結該徒、成人型のて次結核で

ある慢性肺結核症、および結核性胸膜炎の

胸腔内結核症三病引が85%を占めるが、

粟粒結核、結核性髄膜炎がそれぞれ7%を

占め、他の年齢での 1%以ドに比べ令身性

の重症結核が多い 小児においては初感染

に引き続いて発病する一次結抜が多いのが

特徴で、発病時に接触省検診を行えば7

4%で感染源、を特定でき、そのうち父、母、

祖父母等の近親行・が63%である。 rfJ比人患

者のそばに乳幼児車内核ありJである。また、

結核患者でのBc G按稀準は5歳以下の乳
幼児では 14%、とりわけ0必では5%と

低く（凶4）、結以－未感染者に対してのBc 
G接樋率の向上が急務であろう。

現在日本では初何BCG接結はツベルタ

リン反応（ツ以）陰性確J、後に行われてい

るが、これは過去には結核感染率が高く、

慾者発見の目的があったこと、既感染者に

BC  Gを媛穏する》比較的強い凶l反応が現

れる事があるとJまえられたことによる。し

23 
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かし、若年者の結敏感染率が極端に低下し

たため初＇＂＇ツ反時そのほぼ全員が Bc G接

種対象者の状態であること、既感染者に対

してのBCGM'l反応は米感染者に行うとき

と比べ大きな免は無いこと、確愈率の低下

によってツ以による忠者発見の効率が低い

(0～3殺の乳幼児約12 0万人のうち1

3人、 10万対1.1）こと、およびツ反疑陽

性などにより 3.6%（対象12 0万人として

4万3r－人）が日CG米接種となり、その
うち22人が結抜に感染すると推計される

ことなどより、今後は原則として生後6ヶ

月までにツ反を行略したBc G直接接種が
導入される予定である。しかしツ反の価値

が低下したわけではなく、感度、特異度と

も高い検査であることより接種技術の低下

が起こらぬよう、研績が必要である。

BC  Gが結核予紡に有効であることは

綴々な根拠から世界的に受け入れられてい

る令 19 9 4年に 1200以上の文献より行わ

れたメタアナリシスではBc Gは結絞性髄
膜炎や粟粒結核などの屯症結核では高い効

果があり、肺結肢でも 50%発病を予防する

ことが明らかにされた（ぷ2）。また、 15 

年程度効果は持続すると.J&・えられている。

現在小学1 伴、 q~'{: 1年でツ反が再施行

され、陰性省におCG 11｝接積が行われてい

る。これは①結核~延時は患者発見、②初

回接椅の効果減~!'jの納、強（有効期間の延長）、

③初回接税の洩れ者への対応、の意味合い

があった しかし乳幼児と同様に様態、率低

ドによる発見事の低下、~効期間延長の根

拠が無いことより今後は再接種は廃止にな

る予定である ただし、乳幼児の初回Bc 
G接種が洩れなく正確に行われること、感

染小児の早期発凡対策の強化が必須であり、

2002 

再接種廃止！こ伴って程こりうる BCG初凶

接種への不信や結核対策への関心の低下が

起こらないような配慮が必裂であろう。
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図3 性別年齢分布

男I女＝0.95

E
 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1314 151617 18 

年 齢 大賑府立羽曳・－院
アレル，.，＿，，.＂縄開78-1・・7

図4 結核患者のBc G接種率

｛全体） ｛年厳沼｝

(%Jj 

1:1 
60 

勾：

n= 394 

0 
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11121314 1516 l7 18 

年 齢

大阪府立司号車野病院 アレルギー小児科 1976～1・97

表 1 小児結核の特徴

1 .乳幼児結核が多い

2.発病率が高い

3.全身に進展拡大しやすい

4.乳幼児では家族内感染が多い

5.乳幼児ではBc G未接種が多い

6.検鏡陽性率、培養陽性率が低い

表2 BC Gの結核予防効果

1 ）前向き対照試験

発病予防効果 5 1 % 

結核死亡の予防 7 1 % 

2）症例対照研究

全体効果率 50%  

髄膜炎 64%  

全身悟種性結核 78%  

確定診断例 83%  

｛組織学的or結核箇t音養陽性）

25 
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｜光医歯会ゴルフコンペ成樹

＜遠征ゴルフ＞

日時：平成 l'1年 4月29日

場所：若木ゴルフクラブ

（嬉野温泉）

氏名 G HC  

平田万三志 96 22.8 

森本博士 87 10.8 

光武達夫 93 16.8 

守田忠正 94 16.8 

諏訪高志 JOI 22.8 

藤村朴 86 7.2 

前回昇一 101 21. 6 

守友康則 104 24.0 

丸岩品文 123 33.6 

＜第2因縁友会＞

日時：平成 ltl年5月 12臼

場所 ：岡市カントリークラブ

氏名 G HC  

守友康則 97 22 

平田万三志 90 14 

前田昇・ 94 17 

森本陣土 98 9 

丸岩再文 127 36 

Net 順位

73.2 優勝

76.2 準優

76.2 3位

77.2 4｛立

78.2 5位

78.8 6位

79.4 7位

80.0 BB 

89.4 BM 

Net 順位

75 優勝

76 準優

77 3イ立

89 4位

91 5位

2002 

陰員の移動！

＜退会＞

Hl4. 4. 11 吉宮友美 8会員梅田病院

14. 4. 11 後藤麻木 B会員梅田病院

14.4.20 富忠昨 A会μ 富恵、外科

14.1.30 白石元 B会員光市立

14. 4. 30 中山的核 B会員光市立

14.4.30 稿氷μ之介B会員光市立

14.4.30 長尾・公 B会員光市立

＜入会＞

H 14. 4. 20 京忠陣 C会u 富恵外科
14.4.23 松岡康チ B会員梅田病院

14.4.23 深野玲司 B会員梅田病院

14.4.30 泉原昭文 B会員光市立

14.4.30 河村英文 B会員 光市立

14.4.30 原田栄二郎日会員光市立

14.4.30 斉頗良明 8会員光市立

｜新入会員のプロフィール ｜ 

松岡康下（まつおかやすこ）先f主

昭和48年 6月28Ii Iやまれ

熊本県出身

福岡大学をギ成 ll年卒業

診療科目 産財人科

福岡大学病院、福岡赤十字病院、勤務
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深野玲司（ふかのれいじ）先生

昭和50年 10月2611生まれ

山口県防府市出身

川崎医科大学平成 12｛手卒業

診療科目 小児科

山口大学病院、徳山中央病院、勤務
司r’

、、

， 
泉原昭文（It、ずみはら あきふみ）先生

昭和36年 11月 3日生まれ

山口県吉敷郡小郡町出身

山口大学平成元年卒業

診療科目 脳神経外科

111 n大学、周東病院、凶立ド関、勤務

《災＂＂

iiif村英文（かわむら ひでふみ）先生

昭和42年2月28f I生まれ

山口県出身

山口大学平成4年卒業

診療科目 路尿器科

山口大学、小倉記念病院、原南セントヒ

ル病院、大和病院、松111脳病院、勤務

2002 

胤lfl栄二郎（はらだ えいじろう）先生

昭和50年 11月 19日生まれ

山uM山身

山口大学平成 12年卒業

診療科目 外科

山口大学病院、勤務

斉j泌良明（さいとう よしあき）先生

昭和43年9月7日生まれ

山r1県出身
品根医科大学平成7年卒業

診械科U 整形外科

山口大学、大和病院、鼓ヶj甫幣肢枝学園

町俊県立中央病院、美祢市立病院、勤務
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